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委員会組織での議論の積み上げを提案し、2007 では、実行

委員会によって事業内容を決め、実施していった。しかし、

2009 では、組織委員会のもとに企画委員会を設けて基本方

針を策定し、それを統括的に指揮指導して実行に移してい

く総合ディレクターを選任することにした。そして、その

総合ディレクターのもとに事業責任者としてのディレク

ター、実施担当者としてのアートコーディネーターを配置

する体制とした。これは、責任者の所在を求める声が大き

かったことを受けてのことであるが、総合ディレクター方

式を採用することにより指揮系統の明確性と迅速性を生み、

事業を円滑に遂行させることを目的とした組織改正であっ

た。しかし、2009 での選定も委員会組織の実績を踏まえた

上で、2007 での実行委員長を選出したのであり、外部から

の招聘を是としたわけではなく、基本理念の実施が第一命

題であった。従って、現在の時点では、展覧会ごとに基本

理念が大きく変わる方向性にはない。

（２）地域性の視点から

　神戸ビエンナーレは、アートビエンナーレと命名しなかっ

た理由がある。それは、定着する「アート」概念に捕われず、

今日の、そして本来の芸術文化のあり方から「アート」を

再考し、生活に欠かせない芸術文化の総体である「まちづ

くり」を提案することも主題としていたからである。

　また、「アート」を「地域」概念の再評価から、「地域」を「アー

ト」活動の再認識から創生しようとした芸術祭でもある。

従って、神戸ビエンナーレは、世界各地で開催される主要

な国際現代美術祭と連携するが既存のスタイルに範をおく

ものではなく、神戸の都市イメージと芸術文化の創生を「神

戸らしさ」の再認識・再評価からはじめた新しいスタイル

の総合芸術祭を目指している。

　すなわち、国際性の名の下に地元の文化と直接的に関与

しない芸術分野や客寄せの作家導入などの手段によって地

域の活性化をはかる祭典ではなく、さまざまな価値が混在

し独自に育成されている神戸特有の芸術文化力、さらには

日本の芸術文化の広義的解釈のもとに芸術そのものを再認

識・再評価する場をつくり、地域の誇りと意識の改革をは

かろうとしたのである。

　テーマ設定の経緯とともに前述しているが、日本の文化

を念頭におくものの、神戸ビエンナーレはナショナリズム

と外交戦略として日本の文化を取り上げるのでもない。現

在、世界が日本の文化に向ける関心は、これまでのブーム

とは明らかに様相を異にする好意的な動きであるにもかか

わらず、「日本」と「ポップカルチャー」というコンテンツ

に対しては伝統的であれ今日的であれ否定的な見解が依然

根強くある。

　文化力が注目されるソフトパワーの時代に、文化的にも

技術的にも世界の先端性を担っている国として日本が位置

づけられている今、日本の新鮮なアート感を結集させるこ

とは一地方での催しであってもローカルな価値ではないと

考えている。日本の芸術文化を見直した時に検出されたさ

まざまなコンテンツは、これからの時代を牽引する大きな

示唆を含んでいると考えている。その中でも、2009 では、

自然環境問題にも取り組み、神戸の地場産業ともいえる「園

芸」を基本にした「グリーンアート」という新ジャンルも

提唱した。また、「災害」から学ぶ文化にも目を向け、ドキュ

メンタリー映像の分野も取り入れてみた。

　神戸ビエンナーレが神戸の芸術祭として維持すべきこと

は、同時代と地域の問題に目を向け、先入観なく真摯な姿

勢でいる。そこに神戸の都市が有するポテン求められもの

を提供し、提案すべきものを発表し、多様なる価値を内包

する多彩な芸術文化を尊重の上に相互が出合える場を形成

すること、と考えてシャルとアイデンティティーの高さが

図られ、まちと市民に活力を呼び起こすと信じている。

　アートが本来の力を回復するために、アートに携わる者

たちこそが真に自由に理想を語る場を創らねばならないの

であり、地域が本来の力を回復するために、地域に携わる

者たちこそが真に自由に現状を伝える場を創らねばならな

いのである。その場として神戸ビエンナーレが機能できる

ように組織づくりと関係者づくりに努めたい。

(*1）2005 年の年末、神戸市長からの意向を受け、神戸市の担当者と当学

会員の吉田泰巳氏と谷内慎之助氏と私とによって事業検討が始まった。ビ

エンナーレ形式の芸術祭事業を推進するための準備委員会を 2006 年 1 月

に発足させ、2006 年 4 月以降の実行委員会および組織委員会設立に結びつ

けた。

(*2) 神戸文化創生都市宣言：神戸市が、神戸の市民・芸術家等の意見を

幅広く集め、今後の文化の基本理念として 2004 年 12 月に発表したもの。

(*3) ｢具体美術協会 (略称：具体 )｣とは、1954年、関西の抽象美術の先駆者・

吉原治良と阪神在住の若い美術家たちで結成されたグループであり、戦後

の日本美術の先駆けとして国際的に評価されている。

(*4) 神戸アートビレッジセンター（KAVC）：ギャラリー、劇場、映画館な

どを備えた神戸市立の創造型芸術文化施設として 1996 年に開館し、若手

アーティストの支援や育成に貢献している。

(*5)19 世紀の万国博覧会は、時代の技術や世界の芸術文化を紹介する国家

的イベントであったが、芸術関連の祭典が各地で開催され、アミューズメ

ント機能がディズニーランドなどに援用されるなど、回を重ねるごとに産

業技術の発表が主題化されるようになった。

(*6) 鉄骨製アーケードの商店街も市庁舎前のフラワー通りに面した花時計

も、神戸が日本での発祥の地とされており、街角には彩り豊かなフラワー

ポットが溢れている。

(*7) 専門的知見の高い多視点からの審査により、従来のアートシーンで

は見られない作品も含めバリエーション豊かな選出作品となったが、それ

は同時に統一感がない印象を与える結果ともなった。また、上位入賞作品

の選出に関しては専門性を超えた完成度がない限り意見の一致を見ること

はなかった。

○参考資料

・大森正夫監修、美術手帖 2009 年 10 月増刊号「そして、神戸でビエンナー

レ」、美術出版社、2007

・大森正夫監修、「神戸ビエンナーレ 2007」、神戸新聞総合出版センター、

2008

・大森正夫、『港で出合う芸術祭「神戸ビエナーレ」の実施とこれから』、「都

市政策」第 133 号、2008

・大森正夫、『地域における総合芸術際の可能性について』、環境芸術学会

編「地域とアートのコラボレーション事例研究」、2008

・神戸ビエンナーレ企画委員会、「神戸ビエンナーレ 2009 検証報告書」、神

戸市、2010

写真 11．神戸港・海上アート展、
塚脇淳「KOBE リング」

写真 12．神戸港・海上アート展、
植松奎二「螺旋の気配—宙」

写真 13．ゲートアート
高須賀昌志「Red heels」

写真 14．
いけばな未来展

が鑑賞できるプロジェクトを実施した。

　地球規模の環境問題が顕在化するなかでの「緑」をテー

マに都市空間の環境改善にむけて如何なる役割が果たせる

のかを問うグリーンアート展の関連作品を、視認性の高い

まちなかを舞台に展開することで多くの人にグリーンと

アートの融合実験を発信できたと考えられる。

　具体的には、街中に立つモニュメントを生かした『グリー

ンボール (写真 17)』や、駅前交番の屋上を緑化した『グリー

ンケーキ』などを提案した。

（C）音の「わ」コンサート

　市内の様々な文化施設を使ってクラシックや邦楽などの

音楽コンサートを実施した。

（D）ヘア・アートコレクション 2009「Romantica」

　気鋭のヘア・デザイナーたちによるヘア・アートショー

を展開した。神戸に縁が深く生活文化のひとつである美容

を、ファッション・音楽・舞踊などのアートと共演する試

みであったが、様々な団体とのネットワークを構築する取

り組みともなった。

（E）絵本・遊美術 (あそびじゅつ )

　子どもも大人も楽しく芸術と触れ合いながら豊かな創造

力を育むことができる絵本展を設けた。

（F）その他の街へのアート展開

　アートサポーターズとして登録されたボランティアの自

主的な活動が実を結んだものに「乙仲隠れ美術館」と「Ｋ

ＯＢＥアートまち歩き」がある。これは、アートを切り口

にアーティストとボランティアが連携して取り組みを行っ

たイベントである。神戸らしい街並みを留める元町を舞台

に、界隈の魅力探しや情報発信を通して、街を再認識する

人材の育成にも結びついたと考える。

８．入場観客数

　観客動員数は、芸術祭のコンテンツと直結しない課題で

あるが、実施と運営の評価に対しては重要な要素である。

2007 には、国内外の 7000 を超えるアーティストや芸術団

体が参加し、まち中の会場にも予想を遥かに超える多くの

人々（メイン会場では目標入場者数 10 万人に対し 14 万 4

千人、連携・協賛事業には 150 万人以上）が観覧する結果

が出た。この成果が一定の評価に繋がり、第 2 回展への準

備が始まったのである。2009 では、目標入場者数を 15 万

人（2007 は 10 万人）としていたが、結果は、約 16 万 4 千

人（2007は14万4千人）と目標を上回った。総来場者のうち、

メリケンパーク会場は６万３千人、兵庫県立美術館会場２

万２千人、神戸港会場２万９千人、その他５万２千人であっ

た。

　2 回の開催経験から、会場の規模や作品鑑賞の特性から

鑑みて、目標の入場者数はクリアしたものの短期間に 10 万

人規模の観客を動員することには無理があるようにも思え

た。しかし、芸術祭も含め税金を投入した公共事業である

限り、開催目標やその評価に入場者数が換算されることを

逃れることはできないであろう。文化性を保ちながらも一

定の評価を得られる適正な入場者数の算定を今後の課題と

して検討したい。

９．総括と課題

（１）組織体制の視点から

　「まち」の活力の現れである地域性や時代性は、グローバ

ルに流布する価値観や形式を採用したり、いたずらな差異

表現によって検出できるものではない。芸術祭の場合、ヴェ

ネツィアビエンナーレを筆頭とする世界各地で開催される

国際現代芸術祭で承認される価値基準と巡回展示による作

家の広報活動は、情報の共有化には貢献できているが、各国、

各地域が自発的ポテンシャルのない“ 地方 ”としての役割

を果たし、地域の固有性を放棄することに陥っているよう

にも見える。これは、各地の芸術祭をオーガナイズするコ

ミッティーやディレクターが同一の人物ないしは組織機構

に専門性を置く人物たちによって構成される点に負うとこ

ろが大きいからであろう。その結果、世界各地で催される

芸術祭での顔ぶれは一定され、世界各地の芸術祭はアート

市場として存在するネットワーク上の地域であり、地域の

存在性は場所の特異性のみに偏りがちである。

　しかし、地域は固有の場所と歴史に生きている存在であ

り、特定の価値からのヒエラルキーに左右される存在であっ

てはならない。今日の芸術活動に、市民参加のワークショッ

プや環境利用のインスタレーションが増えているのは、地

域との関わりの重要さに気づき始めている証であろう。

　また、アートを商品性の強い美術品として取り扱うので

はなく、意識の伝達ないしは文化の継承として捉えること

が可能となれば、芸術祭は地域の歴史と文化、そして人と

人とを結ぶ格好のまちづくりとして定着するのである。

　そこで、本芸術祭の基本構想段階でもっとも重視したも

のが組織作りであった。まちのポテンシャルを再評価する

ためにも、ゲストである一人のスペシャリストではなく、

多くの人たちから現状を最大限に引き出せる機構であろう

と考えた。すなわち、他の芸術祭のノウハウを人脈も含め

持っているディレクターやキュレーターの招聘ではなく、
図 5．神戸港・海上アート展マップ

図 4．神戸メリケンパーク会場マップ
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家の知名度に拠る割合が高い。しかし、地域性からアート

を再評価することを主題としている故に、地元と関係の深

い作家を一堂に会する「ＬＩＮＫ－しなやかな逸脱 ( 写真

10)」展を設け、神戸を象徴する港で「海上アート ( 写真

11〜12)」作品を披露した。また、西ゲートは地場産業を、

東ゲートはグリーンアートを象徴する「ゲートアート ( 写

真 13)」作品とし、今回のテーマのシンボルとした。

（C）企画展　

　一般の人々には馴染みの薄いジャンルを精力的に展示企

画している。伝統と現代の融合を直接的なテーマに全国の

主要な流派を代表する若手華道家たちが作品を披露する「い

けばな未来展 ( 写真 14)」に、紙以外のメディアに書を表

現する「書の世界展」など、日本画・工芸展、和紙ちぎり

絵展などでも芸術祭に合わせた特別な試みを実施した。

障がいのある人たちの表現に着目した「CAN あーつ『仲間

たち』展」や、震災の体験談を映像化した「災害と『人の

wa』映像展」など、さまざまな視点からアートを捉えなお

せる展示も企画した。

　また、「アートマーケット」や「ワークショップ(写真15)」、

さらには「野外特設ステージ」での催しなど、観客が参加

できるイベントも積極的に取り入れるようにした。

（D）連携事業

　2009 では、市内で活動する芸術団体との連携に重点を置

き、組織的なネットワークづくりに成果が出た。2009 では

神戸アートヴィレッジセンターを活用した「KAVC in 神戸

ビエンナーレ 2009 展」など、市内施設との連携を強化しな

がらも、継続している韓国との交流「第７回光州ビエンナー

レ日韓現代陶磁器展」も行った。さらに、展示主旨で共有

する箇所が多く世界的にも評価が安定している「文化庁メ

ディア芸術祭 ( 写真 16)」の受賞作品展と、絵画や彫刻と

園芸などを融合させた「浜松モザイカルチャー世界博

2009」からの作品展を会場内に設け、本芸術祭を関連する

イベントから評価し直せるようにした。

７．会場構成と事業内容

　会場に関しては、料金設定ができる主会場とオープンな

会場とがある。2007 において入場料金を徴収したのは神戸

メリケンパークのみであり、その他の連携事業は市内各所

を有効に活用するようにしたが、2009 においては料金設定

ができる会場を３カ所に増やした。

（１）神戸メリケンパーク会場

　神戸を象徴する場所であることから、コンペティション

での受賞作品展などの主たる事業を開催した。

（２） 兵庫県立美術館会場

　兵庫県との連携を象徴する施設であり、神戸・兵庫地域

にかかわりの深い作家で構成された「ＬＩＮＫ－しなやか

な逸脱」展を開催した。

（３） 神戸港会場

　神戸を象徴する海と山を再認識できる装置として、港に

アート作品を展示した。メイン会場であるメリケンパーク

と兵庫県立美術館会場に臨時の船着場を設け、専用の鑑賞

船を運行した。これは、神戸を象徴する港の突堤や防波堤

などを活用して、専用のアート作品鑑賞船で海からの神戸

もミニクルーズ感覚で堪能できる仕掛けであり、アートを

接点にして神戸港という文化資源を観光的な観点を絡めな

がら提供する機会となった。市外からの乗船者にとっては

「港町・神戸」を実体験することになったのみならず、神戸

市民にとっても普段とは違った角度から自分たちのまちを

眺める機会ともなり、多くの反響があった企画となった。

また、300 人乗りの鑑賞船も約 30 分という乗船時間も結果

として適正規模であり、アートＮＰＯ「ダンス・ボックス」

とのコラボレーションにより繰り広げた船内ダンスパ

フォーマンスは非日常性を増幅させ、また同じアーティス

トたちによってアナウンスされた神戸港の風景や作品紹介

もアーティスティックなガイダンスとなり、新しくも楽し

いアート鑑賞の時間を創出できた。

（４） まちなか会場

（A）人と人とアートと人と

　三宮・元町商店街を会場として、商店街、関西の大学やアー

トスクール、街を訪れる人たちが一緒になって取り組むアー

トプロジェクトを実施した。これは、2007 で実施した商店

街プロジェクト「浮遊するオブジェ・コンペティション」

展を発展させて、地域との連携・参加の度合いを高めたも

ので、三宮・元町商店街組合と企画段階から協議を行い、

商店街、買い物客らと一緒になって構想を実現していくと

いうプロセスを重視した取り組みとした。

（B）まちなかグリーンアート

　主会場以上に視認性の高いまちなかの空間においてもグ

リーンを生かしたアート展開を行い、多くの市民や観光客

写真 5．ロボットメディアアート
コンペティション審査風景

写真 6．グリーンアートコンペテ
ィション、奨励賞、安藤孝浩、
生物フォトン「生命の風景」

ら継承されている日本固有の芸術ジャンルであり、作家の

裾野も広い。「J-POP」は、マンガやアニメなど急速に日本

を代表する世界的なコンテンツとなっている。「IT・MEDIA」

は、ロボットやユビキタスなど最先端の情報科学技術から

生まれる新たな機能や表現などである。そして、「LIFE」は、

スローライフやロハスなどのブームにもみられる自然志向

の生活感である。

　上記のように芸術文化の原点に立ち返り、日本の芸術文

化の総体を捉え直すと、結果的に“ アートとしての認識が

低かった分野 ”を検出することになった。具体的には、い

けばな、書、工芸、陶芸などの伝統芸術、ロボット、ユニバー

サルデザイン、障がい者アート、子ども絵画、おもちゃ、

大道芸、スイーツ、ヘアーファッションなど、雑然とも見

えるほどに多岐にわたったが、拮抗と共存との複合的な領

域であると共に現代の市民生活には欠かせないまちの、そ

して日本の芸術文化の多様性と先端性を素直に引きだせた

結果と検証している。そして、この中でも特に主題化した

事業として、2007 では先端工学とメディアアートとの融合

を試みる「ロボットメディアアートコンペティション ( 写

真５)」と、福祉対策が遅れているビジュアルデザイン領域

への提案を図る「ユニバーサルデザインポスターコンペティ

ション」を、2009 では園芸とアートの融合を試みる「グリー

ンアートコンペティション ( 写真６)」を実施した。ここで

の試みは震災後の救命ロボットの開発や熱心な福祉活動、

そして歴史ある市民園芸などの“ 地元の市民活動 ”が後押

しとなった。

（４）芸術文化を活かしたまちづくり

　神戸のまちでは前述した通り、彫刻美術と身近に接する

ことができる。しかし、神戸ビエンナーレが果たす役割は、

単に芸術作品の設置を行うものではなく都市環境そのもの

の創造性を高めクリエーターや市民が積極的に関われる場

となる切掛けをつくっていくことである。

　神戸ビエンナーレを機に神戸市域で行われている芸術文

化活動のネットワークを確認し、関係を強固にするために

連携、協賛事業を積極的に展開した。まちと市民のポテン

シャルを一同に視覚化できる機会になることを願っていた

が、神戸ビエンナーレが「まちぐるみ」での事業であると

の印象は発表当初より市民に浸透していたようであり、

2007 では連携・協賛事業は、約 200 事業にのぼった。その

結果、市中各所における芸術活動は、その入場者の実数を

挙げることは難しいものの少なくとも 150 万人を超える

人々が関わり、市中に多彩な芸術活動が神戸ビエンナーレ

の事業として一斉に展開され、多くのアーティストのみな

らず多くのボランティアスタッフ、また多くの公的施設や

企業が積極的に関わり活動したことは数字を越えた収穫で

あった。さらに 2009 では、地域の自然そのものが貴重な芸

術文化の資産であることを再認識できるように、神戸港に

も会場を増やし、船から眺める六甲の山並みや海と呼応し

た街並みを体感できるようにした。

（５）芸術文化活動の連携

　神戸市内でのまちぐるみ芸術祭として評価された 2007 で

の実績を踏まえ、神戸の立地と歴史を考慮に入れつつ、神

戸市域を超えた連携を視野に入れ、芸術文化の共有と裾野

の拡大を図ることとした。

　具体的には、兵庫県との共催による兵庫県立美術館会場

での「ＬＩＮＫ」展がメイン事業であるが、商店街でのアー

トプロジェクト「人と人とアートと人と」では、関西圏の

芸術系学生と商店街がコラボレートできる機会をつくり、

市内の公共空間を使用した「まちなかグリーンアート」では、

警察との連携などが実現できた。イベント自体は、いけば

な神戸展や元町イーストジャズピクニックなど市内で開催

された様々なアートイベントと共催するなど、神戸ビエン

ナーレと趣旨を同じくする市域を超えた様々な協賛事業

（145 事業）を実施した。

　芸術祭を契機として、神戸で日常的に芸術文化活動に取

り組んでいる団体などの再発見と内外の多くの団体との連

携が強化されることによって、より一層豊かなネットワー

クの輪が形成され、芸術文化活動の裾野が拡大していく実

感を多くの団体が得たようである。

６.神戸ビエンナーレのテーマと事業

（１）テーマ

　さまざまな表現や価値の再認識と再評価を主題にすると

ともに、２１世紀の地球環境および文化創生のキーコンセ

プトとして環境との共生に美意識をもつ日本の文化力を提

示するために、2007 では「出合い～人・まち・アート」を、

2009 では「わ wa」をテーマにした。神戸ビエンナーレにとっ

て各回に設定するテーマは、神戸ビエンナーレの基本理念

を踏襲するとともに各種のコンペティションや展覧会を統

一する唯一の共通言語になる重要なものである。

　2007 の「出合い」の場合は、異種文化の交流に観点をおき、

2009 の「わ wa」の場合は、互いの関連性に重きをおき、作

品募集や企画を立ち上げた。

（２）企画事業の構成

　全事業は、コンペティション部門と企画事業部門に大別

できる。2007 ではコンペティション主体の芸術祭を位置づ

けるためにも、招待作家枠は少なく、神戸と関係の深い近

隣国からの作品４点に限定していた。しかし 2009 では、コ

ンペティションの数は維持しながらも入賞数を減らすとと

もに、企画事業の招待作家枠を広げ、企画展示の質と量の

強化に努めた。

（A）コンペティション

　2009 で募集したコンペティションは以下の通りである。

2007 の「ロボットメディアアート」は「アートインコンテ

ナ ( 写真７〜９ )」に吸収し、「ユニバーサルデザインポス

ター」は廃止し、グリーンアートを新設した。

・アートインコンテナ国際コンペティション

・グリーンアートコンペティション

・現代陶芸コンペティション

・大道芸コンペティション

・アーティスティックフォトコンペティション

・児童・学生絵画コンクール

・市民園芸アートコンクール

（B）招待作家展

　芸術祭の社会的な位置づけや注目度は出品される招待作

写真 4．花飾りに溢れる通りに掲
げられたフラッグ図 2 図 3

図４.2007 での事業コンテンツ

れが活動する組織や市域に点在する文化事業の全貌を捉え

直し、それぞれがネットワークとして結びつき関係性をも

つことになれば、まちと人のポテンシャルを相互に確認す

ることができると同時に市民活動の向上と円滑な運用に寄

与することもできるであろう。

５．神戸ビエンナーレの開催理念

　まちづくりにはインフラ整備も含めハード面でのデザイ

ン戦略は欠かせないが、行政指導型のデザイン提案に世界

共通の時代性が反映することはあっても表象的な引喩を除

き地域文化が反映することは稀だからである。特に、神戸

のように特有の歴史と文化を有する都市の場合、都市基盤

の整備に必要なのは、都市に関わる人々の意識の生成に焦

点を当てる計画、すなわち地域アイデンティティーの所在

を再認識できるアクティビティー（市民活動など）を誘発

する事業の構想であろう。そこで提案したのが、地域固有

の芸術文化の見直しと発信を継続的に行えるビエンナーレ

事業であった。

　また、一都市が既に培っている地域アイデンティティー

を発掘する作業は容易なはずであるが、現代の日本におい

ては芸術および文化に対する固定観念および評価に対する

固定化したヒエラルキーが根強くあり、地方都市と自認す

る地域においては、自他共に誇らしく顕示できる芸術文化

が少ないという先入観に捕われがちになっている。都市の

イメージ生成に横たわる問題点は画一化、換言すればグロー

バリゼーション準拠を是とする価値観の浸透である。それ

ぞれの都市が培った文化には固有の価値があり、それぞれ

の創造活動を評価できる固有の基盤が必要なのである。

　そこで、前述の指針を前提に、神戸の芸術文化の更なる

振興を図るとともに、まちのにぎわい、活性化につなげる

ため、下記の理念を作成した。ここでは、それぞれの理念

とともに実施した事業についての報告と検証を行う。

（１）神戸らしい都市イメージ（神戸ブランド）の発信

　「まち」が有する芸術文化の多彩性、多様な価値の受容性

を発信することこそが「神戸らしさ」の文化的再生と確認

につながるのではないか、との思いから事業内容を選定し

た。現代アートの位置づけにこだわらず、神戸にゆかりの

深い伝統芸術や地元の文化活動を積極的に取り上げ、「地域

らしさ」からも都市基盤を創生するスタイルの発信を期待

した。

　そこで、日本での発祥の地とされるアイテムを捉え直し、

それを生かした企画を実施した。2009 での神戸港を会場と

したクルージングを含め、アーケード商店街や花に溢れる

通り ( 写真４) など (*6)、調査すればするほど芸術に必要

な多くの新企画に神戸の歴史は有効であった。

（２）新ジャンルの提案と若手アーティスト等の育成

　多くの芸術祭が採用している一部の美術専門家による作

家選抜形式ではなく、誰もが応募できるコンペティション

形式を積極的に採用し、これまで評価されにくかった分野

やアーティストに発表の場を提供することにした。

　コンペによる作品選定は、実績あるアーティストの招聘

や、認知済みの芸術分野を展示するような安定感はないが、

アートには不可欠である新たな取り組みへチャレンジでき

る形式であり、若手アーティストの発掘、育成においても

意義と成果のでる形式であった。特に、神戸に関係し今後

に期待すべき新たな表現ジャンルを検討し公募した。

　コンペによって応募の数にばらつきはあったが、2007 で

は、世界各地より約 6000 点の作品応募があり、入賞、入選

作品は約 500 点にのぼった。また、重視した審査員構成は、

各領域の第一人者に依頼すると同時に、同一領域の専門家

を複数名配さず、審査委員長も置かないように心がけ、多

様なる視点と同等の評価基準から厳正に新たな創造を捉え

られように試みた。その結果、幅広い層のクリエーターの

応募参加を促すことが実現でき、審査会での意見は分かれ

紛糾する場面が多く、その議論と結果にコンペティション

ならではの成果 (*7) を得ることもできた。

（３）多種多様な芸術文化の交流・融合

　美術館は世界各地に建設され著名な作家の作品が容易に

閲覧可能になった上、ネット検索も日常化した現在、美術

作品の見本市として世界各地で繰り広げられる同様の芸術

祭機能を転写する必然性はなくなっている。特に、多様な

芸術文化の流入により独自の文化都市を形成し発信してき

た神戸の場合、既存の芸術領域を受け入れることに主眼を

おかず、新たな価値観の展開こそが「神戸らしさ」の創生

に適していると判断した。そこで、まず現代の神戸と日本

文化の総体を再考し、神戸ビエンナーレにおいて主題化す

るコンテンツを検出した。

　その結果、2007 では「伝統芸術」「J-POP」「IT・MEDIA」を (図

２)、2009 では、さらに「LIFE」を領域として取り上げた (図

３ )。「伝統芸術」は、いけばなや書や陶芸など近代以前か

写真 3．街角に溢れる彫刻風景、
黒川晃彦「オールド・ファッシ
ョン・ブルース」中央区 図１．提案時のコンセプト・スキーム

も向上している。未評価の作品や分野の認証などを率先し

て行う芸術展には評価上の不安定感がつきまとうと言うリ

スクがあるが、そこに地域の行政や市民の文化的ポテンシャ

ルの高さを示すことができ、結果的に都市イメージの向上

をはかることもできるのであろう。

（３）市民活動の活性化

芸術を媒介にした活動は多様化し、単純に作品づくりの主

客を分離することができなくなりつつある。特に、市民が

自主的に企画・運営するアートプロジェクトには、ワーク

ショップやボランティア活動など、市民参加のイベント事

業が多く、まちぐるみによるコミュニケーションの強化が

期待できる。この動きは 2005 年からの国民文化祭に現代美

術展が取り入れるほどに注目されており、過疎地のみなら

ず都市部においても空きスペースの再生や商店街の活性化

など、その目的も方法も多様ながら生活にアートを引き込

む新たな関わり方として試行されている。

３−２．芸術領域の拡張

　芸術の概念とその領域は、時代とともに変貌し多様化し

ている。しかし、芸術の概念が常に柔軟に対応しているわ

けではない。そこで、芸術の領域拡張へ向けて、下記の 2

点の視点から取り組みを説明する。

（１）分野の拡張

　芸術祭の役割のひとつは、最先端の技術と表現の多様さ

を見聞できることである。それは、今日の芸術祭の範となっ

ている 1895 年に始まったヴェネツィア国際美術展がある種

の美術作家・作品の見本市会場と化していることによる影

響であろうが、芸術祭にも一定の枠組みがある。しかし、

歴史を遡る 1851 年にロンドンで始まった万国博覧会では、

技芸を超えた総合性があり、当初は世界各地域の優れた芸

術的な事物または最先端の工業製品を披露し顕彰する場で

あった。また同時に、このような事業の開催を享受できる

文化都市であることを国内外に発信することも意味してい

た。そこで、改めて芸術を広義に捉え直し、創造的な表現

を積極的に取り扱うためには初期の万博的なスタイル (*5)

も考慮に入れることとする。

（２）評価の拡張

　安定した評価と成果にグローバルスタンダードは不可欠

であろう。しかし、芸術観の安定とともに画一的表現から

免れることも困難となる。新たな表現や価値には世間に流

布した価値基準からでは捉えられない可能性が秘められて

いる。そこで、新たな表現を求める方法としてコンペティ

ションによる作品募集がある。そこで、既存の価値評価に

長けた専門家による選別を避け、狭義の芸術にこだわらな

い専門家からの評価を取り入れた作品選抜を公募で行うこ

とも考慮に入れることとする。

４．神戸ビエンナーレの趣旨・目的

　芸術祭を一地域の一過性の一文化政策として開催するの

は容易であろうが、街に定着するだけの意義あるものにす

るためには、他の実績ある国際芸術祭の成り立ちや事業内

容から判断すると、①時代性②地域性③国際性の三つの条件

を充足する事業計画が不可欠となる。特に、一般性を論じ

られない地域性に関しては市民に根づいた地域独自のアイ

デンティティーを再認識するところからはじめる必要があ

る。そこで、起案を担当していた私は、「神戸文化創生都市

宣言」に謳われているキーワードを援用しながら下記の４

つの指針を作成した。

（１）「経済の復興」から「文化の創生」へ

　震災から 10 年の時を経て、経済・市民生活の復興事業が

一定の成果を上げ、国内外から高い評価を得るには至った

が、このことは同時に世界規模での「震災都市」イメージ

を定着させ、かつての文化都市「神戸」のイメージを遠ざ

ける結果を招いていた。

　そこで、新進の文化発信をまちぐるみで積極的に行い、

経済復興都市「神戸」から文化創生都市「神戸」に都市イメー

ジを変革させる事業を展開する。

（２）「神戸ブランド」の再生

　神戸は、独自の比類なき都市イメージを持ち得ている全

国屈指の街である。昨今の「地域学」がブームの中で「地

域ブランド」の戦略が脚光を浴びている。これには伝統に

裏打ちされた独自の実績や強烈な個性、さらには全国レベ

ルでの波及と認知が必要となるが、「神戸」には地域が受け

継ぐ全国レベルの独自文化と生活がある。

　そこで、国際的で先進的な『神戸と地場産業を誇りに』、「神

戸ブランド」を印象づける事業を展開する。

（３）「現代美術展」から「芸術都市展」へ　

　かつての現代美術展は万国博覧会と同様に社会と時代に

先進的な思考と技法の刺激を与え、市民の芸術文化の水準

を高め向かうべき方向を誘う役割を持っていた。そして今

日、芸術の取り巻く社会環境が複雑化し、その方向性も多

様化し、さらには美術界をリードしてきた西欧美術概念自

体への反省的観点と、日本の芸術文化への再評価も進んで

いる。すなわち、市民生活に直結した「生きた環境」であ

る芸術（ポピュラーカルチャー）が再評価されている。

　そこで、異国文化の移入や時代性を先取る環境と伝統を

持つ「神戸」の都市環境自体をフィールドにした、『美しい

都市環境づくり』を推進する。

（４）「ユニバーサル都市」神戸のファッション性

　ファッション都市・神戸は、ユニバーサル都市・神戸で

もある。神戸は、平安時代より海外文化との交流・交易が

盛んなエキゾチックな港町である。西欧異人館や中華街に

留まらず、韓国、中国、ベトナム、インドなどのアジア諸

国からブラジル、アルゼンチンなどの南米諸国の人々まで、

数多くの文化的背景を持った人々が暮らしている。また、

震災後の長田区で行われている「ユニバーサルデザインフェ

ア」など、福祉活動は全国的にも高い水準の神戸を全国的

な拠点都市として位置づけられる土壌は出来ている。

　そこで、『心かよう市民のまち・神戸』を創生するために

も子供から大人、国籍性別を越えて憩える環境整備を積極

的に行い、『福祉デザインで心を癒し、生きる希望をあたえ

るまちへ』を実践する。

　上記の基本理念に謳った「人とまちと芸術」との関係が、

如何に「経済と環境と福祉」という神戸の具体的な都市政

策に展開していくのかを説明（図 2）して、2006 年１月に

神戸市長へ提案した。芸術祭の開催によって、市民それぞ

写真 1　神戸港震災メモリアル
パークに仮設した船着場

写真 2．第 1回神戸須磨離宮公園現代彫
刻展参加作品「関根伸夫、位相－大地」

１．はじめに

　芸術祭は、国の威信を懸けた恒常的な芸術祭から市民や

作家の有志が自作発表の場やまちの活性化を図るために行

う一過性のイベントまで、時代と地域の事情に伴い事業の

性質も目的も大きく異なる。また、その祭典的特性を生か

したアートプロジェクトゆえに各地に整備普及された美術

館施設での展覧会では担えない効果を期待することもでき、

今日では効果的な文化政策として日本各地において多用さ

れている。そして、芸術祭が市民生活に文化的潤いや安ら

ぎを与えるだけでなく、その集客力と広報活動は都市イメー

ジを喚起し、観光や産業振興などのまちの活性化にもつな

がる事業として顕著な成果も出している。しかし、「まち」

が有つ潜在力は全国一律ではない。地域には地域固有の特

性があり、それぞれのイメージと可能性を有している。そ

れゆえに芸術祭の意義と方向性は、一地域としての「まち」

が背景として有する動機やポテンシャルの解釈と認知する

アイデンティティーの活用施策に負うところが大きいと思

われる。

　そこで本稿では、2007 年より隔年の開催を開始した「神

戸ビエンナーレ」の構想から実施までの経緯と事業内容を、

企画立案した当事者 (*1) としての視点から主要事業を報告

するとともに検証する。

２．芸術祭立案への背景と経緯

（１）震災と芸術

　神戸は、1995 年 1 月 17 日に発生した阪神・淡路大震災

によって壊滅的な被害を受けた街である。しかし、復興へ

と人々を励まし勇気づけたものが物資だけではなく、芸術

や文化の力であったという体験から、震災後 10 年を迎える

2004 年 12 月 4 日、芸術文化活動の感動とその力を次世代

に伝え、芸術文化の力で未来へ向かって進化するまちを目

指す「神戸文化創生都市宣言 (*2)」を発表した。

　神戸市ではこの宣言が発表された翌 2005 年より文化創生

に向けて様々な取り組みが行われていくが、芸術文化の更

なる振興と神戸のまちの賑わいや活性化につなげる新たな

試みとして芸術イベントの開催を構想する準備委員会を発

足させ、そこで総合的な芸術祭を定期的に開催するアート

イベントの基本構想を作成した。2006 年 4 月には組織委員

会を設立させ、隔年開催の総合芸術祭「～港で出合う芸術

祭～神戸ビエンナーレ」の構想を決定し、開港 140 年にも

あたる 2007 年に「神戸ビエンナーレ 2007（以降、2007）」を、

２年後に「神戸ビエンナーレ 2009（以降、2009）」を開催

するに至った。すなわち、「～港で出合う芸術祭～神戸ビエ

ンナーレ」は、上記の宣言とこの宣言を生み出す背景となっ

た震災とは非常に強い関係がある（写真１）。

（２）神戸と芸術

　神戸・兵庫の地域には、歴史的背景と規模において現代

アートにおいては他の地域には見られない独自の文化的資

源がある。今日では神戸コレクションなど時代を牽引する

ファッションでも有名であるが、戦後いち早く神戸大丸の

ショーウィンドウでいけばなと絵画の展示を行うなど、進

取の気骨がと歴史を有した街である。戦後の日本美術を顧

みても「具体美術協会 (*3)」に代表される作家たちのユニー

クで活発な活動はアートシーンを刺激してきた。さらに、

1980 年代～ 90 年代初頭にかけて、兵庫県立近代美術館に

おいて開催されていた「アート・ナウ」展は、若手アーティ

ストを発掘・育成する企画として注目されていた。

　また、神戸市としては、日本の野外彫刻をリードした「神

戸須磨離宮公園現代彫刻展」を主催してきたキャリアがあ

る（写真２）。この彫刻展は 1968 年から 1998 年までビエン

ナーレ形式で１５回にわたり開催してきた公募展であり、

買い上げられた抽象・具象の彫刻などは神戸の街に数多く

展示され、今や生活環境に深く定着している（写真３）。また、

1992年からは賞金1000万円の公募による「小磯良平大賞展」

をビエンナーレ（現在はトリエンナーレ）で始めている。

さらに、演劇・美術・映像・音楽などに関わるさまざまなアー

ティストたちの制作・練習・発表の場として「神戸アートヴィ

レッジセンター」という芸術活動の拠点を設立するなど、

芸術活動への支援は積極的である。

　さらに、1981 年には地方博ブームの火付け役となった

「ポートピア 81」など、都市経営のモデルとして注目され

るほどの自主的な事業を企画運営してきた自治体としての

実績を持っている。

３．芸術祭開催の目的と課題

　一都市が芸術をイベントとして催す主要な目的に、芸術

の活力と文化力を用いて失いかけている地域性への関心と

経済効果を挙げることができる。しかし、神戸のように進

取の歴史がある地域の場合、一般化している芸術祭による

“ 地域興し ”では地域性の再認識を促すことはできない。

すなわち、前述した過去の事業に共通してある新たな価値

への挑戦的態度が必要と判断し、以下のような視点から芸

術概念の拡張を目指した。

３−１．芸術文化による地域活性

　全国的にも文化活動を積極的に催してきた神戸市におい

ても「ポートピア 81」以降は震災の鎮魂とメモリアルイベ

ントとしての始まった年末のイルミネーション事業「神戸

ルミナリエ」まで、大規模な文化事業は催していない。こ

のような都市において新たな文化事業を興すためには、事

業がもたらす都市への寄与と意義について整理しておく必

要があった。そこで、芸術祭開催がもたらす都市への貢献

として下記の３つの政策上の視点を取り挙げた。

（１）地域間にある文化的アイデンティティーの格差是正

　特定の都市に集中する情報や価値を分散させ、地域特性

の生産ないしは再評価する事業を通して、他地域にない文

化的アイデンティティーを発信しようとする動きである。

　国内外において知名度の高い芸術祭は自治体あげての取

り組みであるが、NPO や民間団体主催の開催例も年々増加

している。そして、それらの多くが地方都市というポジショ

ンを有効活用することによって、地域固有のアイデンティ

ティーを引き出し、観光客誘致をはじめ都市固有のイメー

ジ広報に成功している。

（２）都市イメージ（ブランド力）の向上

　国際的な映画祭や美術祭を催す街の多くは、その都市の

規模や歴史背景とは無関係に文化度の高い都市イメージを

広く定着させることができ、都市のブランド力も市民意識
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Summary
In 2007,which is the 140th anniversary of the port’ s opening, 
“KOBE Biennale” was conducted as a new attempt to further 
promote arts and culture and make Kobe city even more lively 
and active. 
This arts festival is a project implemented with the goal to make 
“a city that creates culture,” starting with challenges toward the 
development of arts, arts event, community, and human 
resources. Behind the project is a concept of making the best use 
of regional cultural power in the creation of such a city. Towards 
this end, we aimed to create “arts” from a reevaluation of the 
concept of “region”, and the “region” from a re-recognition of 
“art” activities.
“KOBE Biennale” therefore is a new style of general arts festival 
that started the creation of Kobe’ s city image and arts and 
culture through the re-recognition and reevaluation of Kobe’ s 
uniqueness.
As such, Looking back on the process to KOBE Biennale 
project, I would like to review this event from the viewpoint of 
the ideas that were presented initially for this art project, and 
look into the results of the expected effect.　　　　　　　　　

　　　　　 

■神戸ビエンナーレの理念と実践
■Verification of Ideas and Effects of “KOBE Biennale”

概要

　神戸市は開港１４０周年にあたる２００７年、芸術文化

の更なる振興と街の賑わいや活性化につなげる新たな試み

として「神戸ビエンナーレ」を開催した。

　この芸術祭は、神戸のまちづくりに地域の文化力を活用

することを念頭におきつつ、芸術または芸術祭、まちづく

りまたはひとづくりへの問いかけに端を発し、「文化創生

都市」をめざして実施したプロジェクトである。そのため

に、「アート」を「地域」概念の再評価から、「地域」を「アー

ト」活動の再認識から創生することを目的としている。

　従って、「神戸ビエンナーレ」は、世界各地で開催され

る主要な現代美術展と連動する形式を目指さず、神戸の都

市イメージと芸術文化の創生を「神戸らしさ」の再認識・

再評価からはじめる新しいスタイルの総合芸術祭を試み

た。

　そこで本稿において、神戸の芸術文化の特性を鑑みなが

ら、このアートプロジェクトへ向けて掲げていた幾つかの

開催理念を検証しつつ、神戸ビエンナーレ事業の経緯を含

め、種々の実施事項とその結果を検証しておきたい。

地域性に基づいたアートプロジェクトの計画と意義

Planning and Significance of the Art Project based on the Regional Identity


